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ABSTRACT
Mitsuru Sumiyoshi incorporated the New Asahigiken Corporation which
was a dream company with workers as the main constituents. In order to
establish New Asahigiken Co. as his dream company, he conferred ownership of
New Asahigiken Co. to the employees of Asahikakenkog'yo Corporation and
Asahigiken Corporation. Asahikakenkogyo Co. is an excellent company which he
has managed as a chief executive for thirty five years. Asahigiken Co. is also a
good performance company which was managed by him as a president for ten
years.
It is very useful for many executives to know the method to realize
innovative corporate mission upon which Sumiyoshi has thought seriously for a
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Intemational Group for Lean Constructionが1993年に設立され,毎年,リーン建設につ
いての学界の研究者,実務家,コンサルタントがフォーラムを各国で開催し,建設工事の
効率化についての研究報告が行われている。。
















4)IntematiOnal Group for Lean Construction(IGLC)の協議会は次の各国で開催されたのである。1993
Espoo,Finland,1994 Santiago,Chile,1995 Albuquerque,Portugal,1996 Birmingham,UK,1997 Gold
Coast,Australia, 1998 Guaruia, Brazil, 1999 Berkeley, USA, 2000B五ghton, Australia, 2001
Singapore,2002 Gramado,Brazil,2003 Blakburg,Virginia,USA,2004 Copenhagen,Denmark,2005
Sydney,Australia,2006 Santiago,Chile,2007 East Lansing,Michigan,USA,2008 Manchester,UK,
2009 Taipei,Talwan,2010 1srael
5)J P.Womack,D.T.Jones,and D Roos(1990)T″′ル物 をグ%′ T″α′Cttηga ttιラクb/Jd,Harper
Collenes Publishers,3TY.,p.323.
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9)このストックオプションは1920代から行われていた (J.C.Baker(1940)StoCk OpuOns fOr executlves,










































































第28期 自2009年6月1日 至2010年5月31日 である。
貸借対照表の要旨
(単位 :百万円)















































純資産合計 985 1,057 1,101





科  目 第23期 第24期 第25期 第26期 第27期 第28期
売上高
売上原価
売上総利益
販売費一般管理費
営業利益
3,107
2,780
3,414
3,007
4,094
3,650
4,591
4,137
4,422
3,940
4,063
3,626
444
288
営業外収益
営業外費用
経常利益
5
8
3
8
4
10
7
8
3
10
特別利益
特別損失
税引前当期純利益
法人税等
当期純利益
7
14
12
9
10
51
52
19
106
50
153
65
117
52
171
82
101
46
3 住吉 満著『夢真無の人生一住吉満70年の足跡―』で述べられている人生観
青年時代
終戦後5年の頃同氏の考えは「すべての娯楽には行かず,…… 仕事の能率が上がって
儲かることはないかといったことばかり考えていた。」「働くばかりであったので大阪へ来
てからは同年代の友人もなく一人わが道を行くことに熱中した。」
結婚観
妻の両親が近いと妻の関係者との付き合いが多くなり自然と妻の我が出て来て,私の性
質からして円満なる家庭を築くことが難しい。
経営者観
経営者となった以上会社の安定は社会的責任であり,従業員やその家族の幸せがなによ
り最優先である。経営者は雲の上の存在である。いかに経営者が従業員のことを考え苦労
しても従業員はそれを知る由もない。しかし,経営者は他人に期待されたり,ほめられた
りすることを望むべきではなく,人間を主体として経営し,社会貢献と健全経営の基本を
堅持することにより,従業員に幸せを与えねばならない。これを守っていれば自然と自分
自身の家族も幸せになる。
70%の経営観
若いときから孤独で常に失敗は許されない立場にあれば,おのずと自分の器や能力の限
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界を知ることになる。このことから「おのれを知る」「分相応の生き方」「自分を常に過信
するな」「世の中の流れは知っても流されるな」等々を人生訓として身についた。これが
「70%の経営」という考え方を生み出した。
努力観
同氏は努力ということの意味を非常に重視され,次のように定義されている。すなわち,
努力という言葉を自分で評価してはならない。真の努力なら,必ず裏付けなり実績として
現れ,それを他人が評価し認めてくれる。実績のないものはなにかそこに欠けたものがあ
り,努力の仕方が間違っているということである。
2夕の θI
